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シリーズ

寺脇利信 1・新井章吾 2: 27.神奈川県横須賀市秋谷地先の砂

泥底に設置された石積みマウンド

はじめに

本シリーズでは，三浦半島西岸の相模湾に面する地先の自然

の藻場について，岩礁底では横須賀市秋谷沖・尾ヶ島地先(寺

脇・新井 2000)，砂泥底では小田和湾の海草藻場(寺脇・新井

2003)および同湾・湾口部での海草藻場の変遷(寺脇・新井

2006)を，藻場の景観模式図として報告した。一方，防渡堤ま

たは消波ブロック等で構築される海岸構造物等についても，実

験生態学的な視点からの調査に際し有利な対象として観察を行

い，三浦半島西岸の相模湾に面する地先では，横須賀市芦名地

先の離岸堤(寺脇・新井 2004)および同・横須賀市笠島地先

の砂泥底に設置された単体プロック(寺脇・新井 2007)を報

告した。

今回は，小田和湾の北部に位置し長者ヶ崎に近い横須賀市秋

谷沖の砂泥底において，藻場造成技術の研究開発に資する海域

試験のため設置された石積みマウンドについて，設置 14年後

の状況を観察する機会を得たので報告する。

27.神奈川県横須賀市秋谷地先の砂泥底に設置された石

積みマウンド

現地の概要と方法

本州太平洋岸の中部・三浦半島の西岸に位置する横須賀市秋

谷地先(図1)の北方に近接する長者ヶ崎の岩礁底では，アラ

メEiseniabicyclis侭jellman)Setchellが水深5m以浅，カジ

メEckloniacava Kjellman in Kjellman et Petersenが水深2

m "" 20 m程までに分布し，天然群落を刈り取った場所で両種

とも 2年後には周囲と同様の群落に回復し，年間生産量が生重

量でアラメ 24kglm2，カジメ 10kg/m2であり，両種の幼体が

主に冬に群落からの距離500mでも出現する(電中研 1991)。

本地先では，海中林を形成するアラメ・カジメ類の生育制限

要因(寺脇 1990)の条件を緩和し， 1991年 1月，砂泥底にお

いて，アラメ(水深4mの場所)およびカジメ(水深 11mの場所)

海中林造成技術の実証実験として，石積みマウンド(天端面が

一辺25m，砂面からの比高2m以上)が岩礁底と砂泥底の接

する境界域で砂層の薄い場所を選んで設置され(図2)，2年後

(川崎ら 2005a)，8年後 (Hasegawaet al. 1995， Terawaki et 

al. 2001)での，健全なカジメの生育が報告された。

2004年 11月16日に， SCUBA潜水により，マウンド天端面

を天然石で被覆した「天然石基盤J，マウンド天端面を表面に逆

台形の突起物(ケルプノプ)を装着したコンクリートプロックで

被覆した「プロック基盤J，および，比較対照とした自然の岩(連

続的な大小の礁を一群として見倣した場合に長径35m，短径

20m，比高2m以上)とを広く観察した。次に，石積みマウン

ドおよび比較対照とした自然の岩ともに，一辺 1mの方形枠を

用いて，カジメの生育密度および上位3個体の藻長を計測し，「プ

ロック基盤」については基面上に堆積する砂泥の被度を計測した。

結果

神奈川県横須賀市秋谷地先の砂泥底に設置された石積みマウ

ンドにおける藻場の景観模式図を図3に示した。

天然石基盤(園3の左側):カジメが5個体1m2(稀にアラメ
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図 l 神奈川県横須賀市秋谷地先の概略位置
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図2神奈川県横須賀市秋谷地先の水深 11mの砂泥底に設箇された石積みマウン ドの模式|玄1(ブロック基盤の例)(J 11111崎ら 1994)

も混生)で、優占し，カジメ藻体は上位 3値|体の平均部長が 105

cmと， やや小型で、あった(図 4a)。

ブロック基盤(図 3の中央):カジメが6個体 !Iが(稀にホンダ

ワラ類のエンドウモクSargassumyendoi Okamura et Yamada 

が混生)で、優占し，砂泥が被度 95%で，砂泥が 3mm 堆積 し

ていた。カジメ藻体は上位 3個体の平均藻長が 156cmであっ

た(図 4b)。

自然の岩(図 3の右側):カジメが8個体 1m2で優占 し，カジ

メ藻体は上位 3個体の平均藻長が 130cmであった。

まとめ

2004年 11月16日の観察では，秋谷地先の水深 11mの砂

泥底に設置 14年後の石積みマウンドである天然石基盤および

ブロック基盤，ならびに比較対照の自然の岩では，三者ともカ

水

深

(m) 

11 

天然石基盤

ジメ優占群落でイ也生が類似していたが，天然石基燥ではカジメ

藻体がやや小型であった。

注目点

秋谷地先の水深 I1mの砂泥底に設置 14年後の石積みマウ

ンドである天然石基撚およびブロック基盤，ならびに比較対照

の自然の岩では， 三者ともカジメ優占群落で植生が類似してい

たが， 天然石基盤ではカジメ藻体がやや小型で、あった。観察対

象の石積みマウンド ・ブロッ ク基盤については，海面に対する

傾斜角度 90度以上のオーバーハング部を有する突起物 (ケル

プノプ)について，長期にわたる浮泥堆積の影響の軽減への効

果が示唆されている (川崎ら 2005b)。これらは，ケルフ。ノプの

所期の効果として挙げられていた波浪 ・流動の影響に対する付

着器の固着力の改善面， 1沙の被磁の影響の軽減面および浮泥の

ブロック基盤 自然の岩

図3神奈川県・横須賀市秋谷地先の水深 11mの砂泥底に設置された石積みマウンドと比較対照とした自然の岩における総場の短観棋式図(2004年11月)
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1~14 神奈川県横須賀市秋谷地先の水深 11mの砂泥底に設置[された石和みマウン ドにおける説場の景観 (a天然石基盤， bアゃロックj，till生)

域:積の影響の軽減而 (電中研 1988)のうち， 水深が深〈浮泥

の堆積の影響が現れやすい開境条件下に設置されたことによる

結果であると考えられる。

今回は，突起物の有無との関係にはこだわらず，主に基盤全

体におけるカジメの生育状況に着目 した。天然石基雌，ブロッ

ク基継および比較対照の自然の岩では，三者とも，カジメが優

占し，植生が類似したものの，天然石基推ではカジメ説体がや

や小型で、あった。石積みマ ウンドにおける現在までのモニタ リ

ング結果は，近接する神奈川県横須賀市笠島地先の砂泥底に設

置された単体ブロックにおける結果(寺脇・新井 2007)との聞で，

藻体サイズ等の状況が若干異なるものの，基本的に同様である

と考えられる。ただし，コ ンブの場合でも人工基盤の梢造と表

面形状は海藻類の着生霊およびウニ ・アワ ビ類のすみかとして

の有効性に大き く影響する ことが報告され(1l1J口 ・飯泉 1997)，

宮崎県門川湾乙島地先の漁港防波堤でも表面の間隙率等に影

響する形状の違いとガンガゼ勾;の生息と食圧の状況への影響が

示唆されている (寺脇 ・新井 2002)。今回の観察ではウニ ・ア

ワビ等の底生動物および、藻食性魚類についての情報は取得 しな

かったが，対象の石積みマウンド基盤を設置した当時から調査

H寺点に至る|的こ， 魚類のj招集およびサザエ等藻食性の底坐動物

の生息、等が筆者ら自身によって観察されてきている。

今後は，本基盤について，フジツボ， カキ仙の固着性生物の

着生によって形成される多様な基質表面の微形状の多様化によ

る涼泥堆積等の!日記しい蹴境条件に対する効果，また，人工基離

の梢造と空隙率を含む表面形状と諜食性魚類の影響に閲する視

点(水産庁 2007)を重視 して観察を継続したいと考えている。
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